
■方法

郵送送付→郵送回収

■対象

対象地域：①聖和台・磯長台（約1,120世帯）

　　　　　②畑・山田（約1,250世帯）

対象：全世帯（年代による振り分け）

■目的

①聖和台・磯長台：現状の把握と新規路線への利用意向の把握

②畑・山田：現状の把握と交通体系への意向の把握

■項目

分類 項目 質問項目 ①聖和台・磯長台 ②畑・山田

属性 性別 属性の把握

年齢 属性は、以降の質問に対してどのような人が回答したかを把握するため


職業 （クロス集計にも必要な項目）

居住地区

自動車運転免許の所有 公共交通以外の移動手段があるかの確認

自動車の所有

外出時の制約 移動に際して支援が必要かの確認

移動について 鉄道駅の利用頻度 上ノ太子駅/喜志駅への需要と現況交通手段を把握

鉄道駅への移動手段

利用時間帯

商業施設の利用頻度 町内商業施設（ホームセンター、スーパー）への需要と現況交通手段を把握

商業施設への移動手段

利用時間帯

その他の主な行先と頻度 その他の町内の行先について需要を把握

移動手段

利用時間帯

路線バス 利用有無 路線バスの利用状況について把握

利用頻度

目的

目的地

基幹交通について 新規路線の必要性 地域として、新規路線の必要性を把握

利用可能性の有無 利用可能性を把握

-利用しない人の理由 原因の把握

-長期的な将来の利用可能性 将来的に自動車を運転できなくなった際の利用可能性

利用頻度 利用意向の把握

利用目的

利用料金

バス停までの時間

支線交通について 支線交通の必要性 地域として、支線交通の必要性の把握

利用可能性の有無 利用可能性を把握

-利用しない人の理由 原因の把握

-長期的な将来の利用可能性 将来的に自動車を運転できなくなった際の利用可能性

利用頻度 利用意向の把握

利用目的

利用料金

バス停までの時間

外出機会の可能性 外出機会と移動手段の関連性 移動手段が便利になった際に、外出機会が増えるのかの傾向を確認

自由意見、要望

※

住民アンケート実施概要（案）
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公共交通空白・不便地区における予約型乗合ワゴン、福祉センターバスの利用状況は、移動手段の質問項目から把握する。

資料３


